
みやしろ議会だよりNo.73 2みやしろ議会だよりNo.733

12月定例議会

　

₁₂
月
定
例
議
会
は
、
₁₁
月
₂₆
日
か
ら
₁₂
月
７
日
ま
で
の
₁₂
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
₂₁
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
₂₅
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
﹁
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
﹂
と
﹁
日
米
間
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
︵
自
由
貿
易
協
定
︶
に
関

す
る
意
見
書
﹂
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
₁₂
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

今
回
、接
種
費
用
が
免
除（
無

料
）
と
な
る
生
活
保
護
お
よ
び

非
課
税
世
帯
の
費
用
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
予
算
の
増
額
補
正
を

行
い
ま
し
た
。
対
象
者
は
４
１

６
３
人
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

そ
の
費
用
２
５
９
１
万
円
の

う
ち
１
９
２
０
万
円
は
県
補
助

金
で
す
。

問　

全
員
が
受
け
る
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
か
。

答　

あ
く
ま
で
も
任
意
接
種
で

あ
る
が
、
基
本
的
に
対
象
者
は

全
員
が
受
け
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
想
定
で
予
算
を
組
ん
だ
。

問　

周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

答　

基
礎
疾
患
な
ど
に
つ
い
て

は
医
者
の
判
断
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
一
律
の
個
別
通
知
は
な

じ
ま
な
い
。
町
広
報
と
同
時
に

全
戸
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
。

問　

申
請
手
続
き
の
工
夫
は
。

答　

対
象
者
の
予
測
が
非
常
に

難
し
い
。
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
手
数
料
は
３
０
０
円

か
か
る
が
、
今
回
は
特
例
と
い

う
こ
と
で
無
料
で
あ
る
。

　

第
４
次
総
合
計
画
策
定
の
基

礎
と
な
る
住
民
意
識
調
査
費
用

で
す
。
調
査
の
対
象
者
は
町
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
男
女
で
２

０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し

ま
す
。
調
査
は
今
年
度
中
に
実

施
予
定
で
す
。

新型インフルエンザ対策として予防接種はかかせない（六花）

一
般
会
計
補
正
予
算
２
５
９
１
万
円
を
計
上

総合計画とは 
　自治体運営の基本となる計画のことです。
　「基本構想」と約10年間の「基本計画」、
3年間程度の具体的施策を示す「実施計画」
の3つを合わせて総合計画という。地域の将
来像やなすべき施策・体制、プログラムなど
が記述されます。
　宮代町の第４次総合計画は平成23年度～
32年度の10年間を予定しています。

新
型
イ
ン
フ
ル
予
防
接
種
に

予
防
接
種
を
順
次

実
施
中

「 

全
員
が
受
け
る
と
い
う

想
定
だ
」

総
合
計
画
・
調
査
費

２
８
４
万
円
を
計
上
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■ 
議
案
の
内
容

　

公
共
改
革
２
０
０
５
に
よ

り
自
治
会
と
行
政
の
役
割
分

担
を
整
理
し
、
町
所
有
の
集

会
所
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
平
成
27
年
度
ま
で
に
地

区
・
自
治
会
へ
移
管
（
無
償

譲
渡
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

町
が
移
管
を
予
定
し
て
い

る
集
会
所
は
31
箇
所
あ
り
、

移
管
の
時
期
も
数
年
に
わ
た

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
条
例
に
お
い

て
無
償
譲
渡
で
き
る
旨
を
規

定
し
、
移
管
の
条
件
が
整
っ

た
も
の
か
ら
、
随
時
、
移
管

で
き
る
よ
う
条
例
の
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

移
管
の
準
備
状
況
は
？

問 

現
在
、
意
思
表
示
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
。

答 

耐
震
補
強
が
必
要
な
集
会

所
の
う
ち
、
６
箇
所
が
近
々

移
管
予
定
で
あ
る
。

　

移
管
を
受
け
る
と
い
う
承

諾
書
を
も
ら
っ
て
い
る
の
は

８
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

固
定
資
産
税
は
ど
う
な
る
？

問 

土
地
と
建
物
の
固
定
資

産
税
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

地
元
所
有
の
集
会
所
に
な

っ
た
後
も
、
そ
の
借
地
に
係

わ
る
固
定
資
産
税
相
当
分
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
町
で
支

援
を
す
る
。
建
物
も
非
課
税

扱
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
地

元
の
負
担
は
な
い
。

耐
震
補
強
工
事
は
？

問 

耐
震
補
強
工
事
が
終
わ

っ
て
か
ら
譲
渡
す
る
の
か
。

答 

移
管
を
受
け
て
も
ら
え
る

と
こ
ろ
は
、
町
で
耐
震
の
調

査
、
設
計
、
工
事
ま
で
す
べ

て
行
う
。

集
会
所
は
い
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
？

問 

う
ち
の
地
区
で
は
集
会

所
は
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
場
合
は
。

答 
残
念
だ
が
、
町
の
費
用
で

解
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

費
用
負
担
は
ど
う
な
る
？

問 

地
元
に
移
管
後
、
い
ず

れ
は
老
朽
化
し
、
解
体
あ
る

い
は
建
て
か
え
の
際
、
費
用

負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

解
体
に
つ
い
て
は
、
地
元

負
担
と
な
る
。

　

建
て
か
え
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
県
と
町
の
補
助
制
度
が

あ
る
。
た
だ
し
、
県
の
補
助

制
度
は
、
そ
の
自
治
会
に
対

し
て
１
回
き
り
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

以
前
に
県
の
補
助
金
を
受

け
て
建
て
ら
れ
た
集
会
所
を

建
て
か
え
る
と
い
う
際
に
は
、

県
の
補
助
金
は
使
え
な
い
。

町
の
補
助
金
だ
け
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

町
が
所
有
す
る
集
会
所
を
地
区
・
自
治
会
へ
移
管

財
産
の
交
換
、譲
与
、無
償
貸
付
な
ど
に
関
す
る
条
例
改
正

　

今
回
の
条
例
制
定
の
内
容

は
、
期
末
手
当
の
基
礎
と
な

る
給
料
月
額
も
減
額
後
の
給

料
月
額
と
な
り
ま
す
。

　

適
用
は
、
平
成
21
年
12
月

分
の
給
料
お
よ
び
12
月
期
の

期
末
手
当
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■ 

主
な
質
疑 

■

問 

現
在
、
県
内
の
給
与
体

系
と
宮
代
の
水
準
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

県
内
30
町
村
で
こ
の
よ

う
な
特
例
を
設
け
て
い
る
自

治
体
は
18
団
体
、
残
り
12
団

体
は
設
け
て
い
な
い
。

　

町
長
の
県
内
平
均
は
60
万

７
５
８
８
円
で
減
額
後
の
宮

代
の
順
位
は
22
番
目
。
副
町

長
は
平
均
で
55
万
54
円
の
14

番
目
。
教
育
長
は
平
均
で
54

万
１
６
４
３
円
の
18
番
目
と

な
っ
て
い
る
。

議
員
の
期
末
手
当
を
減
額

　

政
府
の
人
事
院
勧
告
を
受

け
、
議
員
の
期
末
手
当
の
額

を
６
月
期
は
、
１
０
０
分
の

２
１
５
を
１
９
５
に
、
12
月

期
は
、
１
０
０
分
の
２
３
５

を
２
２
０
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額

す
る
条
例
改
正
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

町
長
の
給
料
を
月
額
20
％
引
き
下
げ

73
万
２
千
円
か
ら
58
万
５
千
円
に

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
町
長
の
給
料
月
額
を
20
％
、
副
町
長
と
教
育
長
の
給
料

月
額
を
10
％
減
額
す
る
た
め
の
条
例
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
に

浅
野
壽よ

し
み美

氏
を
選
任

　

浅
野
壽
美
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
選
任
。
任
期
は
４
年
間
。

公
平
委
員
に

折
原
正
司
氏
を
選
任

　

佐
藤
伸
氏
が
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
新
た
に
選
任
。

任
期
は
４
年
間
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

信
原
幸ゆ

く
お男
氏
を
選
任

　

信
原
幸
男
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
選
任
。
任
期
は
３
年
間
。

教
育
委
員
に

中
村
雅
昭
氏
を
任
命

　

青
木
千
絵
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
新
た
に
任

命
。
任
期
は
４
年
間
。

人
権
擁
護
委
員
に

岡
野
義
男
氏
を
推
薦

　

佐
々
木
芳
江
氏
が
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
推

薦
。
任
期
は
３
年
間
。

条 例 改 正条 例・人 事

　
町
が
所
有
す
る
集
会
所
を
地
区
・
自
治
会
へ
無
償
で
移
管
す
る
た
め
に
、
財
産
の
交
換
、

譲
与
、
無
償
貸
付
な
ど
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

岡野 義男 氏
（和戸5丁目）

中村 雅昭 氏
（百間4丁目）

信原 幸男 氏
（川端2丁目）

折原 正司 氏
（和戸1丁目）

浅野 壽美 氏
（宮代台2丁目）
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１．唐沢　捷一  議員
① 庄司新町長の目指す町づくり
② 広報「みやしろ」

２．関　弘秀  議員
① これからの町政運営、施策
② 安心、安全対策
③ インフルエンザ対策

３．飯山　直一  議員
① どのような宮代町を目指すのか、その将来のか
たち

② 周辺自治体との職員相互派遣

４．丸藤　栄一  議員
① 田んぼの生態系保護
②  田んぼ・あぜ道・農道・用水路などへの除草剤
不使用の普及

③ 東小学校五差路の交通安全対策
④ 子ども医療費の無料化拡大

５．宮原　一夫  議員
① 宮代町の財政
② 宮代町の機構（組織）改革
③ 宮代町水道事業
④ 宮代町まちづくり基本条例

６．中野　松夫  議員
① 宮代のまちづくり
② 防犯活動と児童生徒の登下校時の防犯
③ 定住促進

７．⻆野　由紀子  議員
① 今後のまちづくり
② 政権交代と当町の影響

８．小河原　正  議員
① 町長の町政運営
② 予算編成
③ 学力テスト

９．赤塚　綾夫  議員
① マニフェストの８つの約束は

10．石井　眞一  議員
①  道仏地区土地区画整理地内「カスミ」出店に伴
う周辺地域の交通安全対策は

② 中島地区の廃屋対策
③  東武動物公園駅西口、東武鉄道杉戸工場跡地の
整備検討は

④ 庄司博光町長の町政運営

11．加藤　幸雄  議員
① デリヘル広告
② 上水道
③ 国保
④ 県道春日部久喜線と町道75号線の交差点

12．合川　泰治  議員
① 情報の共有化
② 指定管理者
③ 町内産業

一般質問項目一覧

町政をただす

　一般質問は、12人の議員が登壇
し、新町長のまちづくりや町政運
営、交通安全対策、医療問題、水
道事業など35項目にわたり、町の
考えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・
答弁ともに質問者が507字以内に
まとめたものです。

一 般 質 問

問 

町
長
就
任
に
あ
た
っ
て
、

町
民
と
議
会
に
示
し
た
町
政
運

営
の
５
つ
の
基
本
的
重
点
施
策

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

推
進
し
、
実
現
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
施
策
の
実
現
や
公
約

事
項
を
平
成
22
年
度
の
予
算
に

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の

か
、
優
先
順
位
と
合
わ
せ
て
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

町
長　

私
は
町
民
の
皆
様

の
期
待
を
重
く
受
け
止
め
、
今

後
の
町
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

　

特
に
、
町
民
の
皆
様
と
約
束

し
た
施
策
を
具
体
的
に
実
現
す

る
た
め
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

町
民
の
く
ら
し
と
安
全
を
守
り
、

宮
代
町
を
「
自
律
し
た
元
気
な

町
」
に
し
て
い
く
た
め
に
行
財

政
運
営
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
個
別
の
施
策
の
具
体

化
は
財
源
な
ど
を
十
分
に
検
討

し
、
優
先
度
を
決
定
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
さ
ら
に
、
平
成

22
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
予
算
編
成
に
む
け

て
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問 

広
報
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
は

何
名
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答 

総
務
政
策
課
長　

編
集
作

業
は
３
名
の
担
当
で
臨
ん
で
い

る
。
内
容
は
特
集
記
事
・
行
政

情
報
・
町
民
情
報
を
中
心
に
構

成
し
て
い
る
。
な
お
、
編
集
に

あ
た
っ
て
は
町
政
に
関
心
と
参

画
を
促
し
、
市
民
参
加
の
気
運

を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い

く
。

新町長が約束、庁舎を核に元気な町を目指す

「
自
律
し
た
元
気
な
町
」
を
つ
く
る

新
町
長
の
目
指
す
町
づ
く
り
は

広
報
「
み
や
し
ろ
」
に

つ
い
て

唐
沢
捷
一　

議
員

（
民
主
の
会
）



みやしろ議会だよりNo.73 8みやしろ議会だよりNo.739

問 

当
町
に
お
い
て
、
合
併
が

破
綻
し
当
分
の
間
、
単
独
の
運

営
と
な
る
。
町
内
商
工
業
の
活

性
化
に
む
け
て
の
施
策
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

産
業
祭

を
は
じ
め
桜
市
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
屋
台
村
な
ど
町
民
と
の

交
流
や
「
や
っ
ぱ
宮
代
だ

べ
！
」
な
ど
情
報
誌
を
発
行
し
、

個
店
、
工
業
関
係
の
方
々
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

駅
西
口
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
有
効
的
な
活
用
、
情
報
誌
の

さ
ら
な
る
工
夫
、
商
店
会
連
合

会
の
共
有
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と

動
物
公
園
や
日
工
大
と
の
連
携

を
深
め
、
観
光
を
取
り
入
れ
た

ア
イ
デ
ア
、
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
へ
の
参
画
な
ど
図
り
、

町
商
工
会
と
共
に
賑
わ
い
の
創

出
に
努
め
て
い
く
。　

問 

農
業
活
性
化
に
む
け
て
の

施
策
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

新
し
い

村
を
設
置
し
、
有
限
会
社
に
よ

り
対
応
し
て
成
果
を
だ
し
て
い

る
が
、
農
業
の
担
い
手
の
育

成
・
新
規
就
農
支
援
・
法
人
な

ど
に
よ
る
農
業
参
入
の
支
援
な

ど
に
よ
り
、
生
産
者
の
育
成
・

農
地
の
活
用
を
図
り
耕
作
放
棄

地
を
な
く
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

直
売
・
加
工
に
よ
る
地
域
内
流

通
を
推
進
し
て
い
く
。

問 

町
の
税
収
ア
ッ
プ
の
施
策
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

商
業
・

農
業
の
振
興
、
「
道
仏
地
区
土

地
区
画
整
理
」
に
よ
る
定
住
人

口
の
増
、
東
武
動
物
公
園
駅
杉

戸
工
場
跡
地
の
整
備
な
ど
方
策

と
し
て
い
く
。

農・商・工・観光を有機的に結んでいく
町内商工業・農業の活性化への施策は

町内商工業・農業の活性化は

税
収
ア
ッ
プ
の
施
策
は

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
・

施
策
は

一 般 質 問

問 

町
の
人
口
は
、
こ
の
10
年

間
で
約
２
，
０
０
０
人
減
少
。

20
年
後
に
は
、
９
，
７
０
０
人

の
減
少
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

公
約
で
「
住
み
た
い
町
、
住
み

続
け
た
い
町
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
町
」
の
10
年
後
の

ま
ち
の
形
は
。

答 

町
長　

住
む
人
の
愛
着
は
、

住
む
人
が
ど
れ
だ
け
町
を
好
き

に
な
れ
る
か
、
郷
土
愛
を
持
て

る
か
だ
と
思
う
。
骨
格
と
な
る

道
路
の
開
通
、
定
住
人
口
の
増
、

駅
前
の
賑
わ
い
な
ど
、
10
年
後

に
目
指
す
町
の
姿
を
示
す
こ
と

は
で
き
る
。
日
ご
ろ
の
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
共
同

作
業
、
い
ざ
と
い
う
時
の
助
け

合
い
、
そ
う
し
た
中
で
の
充
実

感
こ
そ
が
、
「
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
町
」
の
本
質
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

問 

行
政
の
多
様
化
、
専
門
性

が
増
す
中
で
周
辺
自
治
体
と
は
、

お
互
い
に
補
完
し
あ
う
必
要
性

が
迫
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

公
約
で
「
周
辺
自
治
体
と
の
広

域
連
携
を
進
め
行
政
運
営
の
効

率
化
を
図
る
」
と
し
て
い
る
が
。

答 

町
長　

市
町
村
間
の
人
事

交
流
は
、
歴
史
・
風
土
・
環

境
・
組
織
・
制
度
な
ど
違
っ
た

環
境
で
職
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
が
期
待
で
き
る
。
現
在
、

ど
こ
の
団
体
も
厳
し
い
行
財
政

運
営
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
人
事

交
流
よ
り
も
、
近
隣
と
の
広
域

的
な
取
り
組
み
や
連
携
の
強
化

が
効
果
的
と
考
え
、
こ
れ
ら
を

優
先
的
に
実
施
し
た
い
。

住みたい町、住み続けたい町、住んでよかったと思える町

郷
土
愛
の
持
て
る
町
へ

ど
の
よ
う
な
宮
代
町
を
目
指
す
の
か

周
辺
自
治
体
と
の
職
員

相
互
派
遣
に
つ
い
て

関　

弘
秀　

議
員

（
公
明
党
）

飯
山
直
一　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）
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一 般 質 問

問 

田
ん
ぼ
の
生
態
系
や
環
境

を
守
る
う
え
で
、
田
ん
ぼ
の
あ

ぜ
道
や
農
道
、
用
水
路
な
ど
に

除
草
剤
を
使
用
し
な
い
取
り
組

み
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

で
き
る

限
り
除
草
剤
に
頼
ら
な
い
雑
草

対
策
や
抑
草
対
策
を
講
じ
る
よ

う
啓
発
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
埼
玉
県
と

連
携
し
な
が
ら
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
の
育
成
を
図
っ
て
お
り
、
現

在
45
人
の
生
産
者
が
認
定
を
受

け
て
い
る
。

　

安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
生

産
す
る
に
あ
た
り
、
環
境
に
配

慮
し
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
低

減
し
た
農
業
生
産
の
推
進
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問 
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
を
植

え
つ
け
て
雑
草
対
策
を
実
施
し

て
い
る
団
体
が
あ
る
と
伺
っ
た

が
、
他
地
域
へ
の
普
及
の
考
え

は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

引
き
続

き
取
り
組
む
団
体
が
あ
れ
ば
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問 

庄
司
町
長
は
町
長
選
挙
で

「
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を

中
学
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
」
と

訴
え
て
い
た
が
、
い
つ
か
ら
実

施
す
る
の
か
。

答 

町
長　

経
済
的
負
担
の
軽

減
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
施
策

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
予
算
編
成
作
業
の
状
況
を

見
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　

子
育
て
し
や
す
さ
を
通
じ
て

宮
代
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
最
重

要
・
重
点
政
策
の
一
つ
と
し
て

前
向
き
に
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

除草剤に頼らない施策の普及に努めたい
田んぼのあぜ道に除草剤を使わない施策を

宮東浄水場近くに植えつけられたヒメイワダレソウ

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

の
拡
充
を

問 

宮
代
町
の
財
政
に
つ
い
て

心
配
す
る
町
民
が
多
い
。
当
町

と
人
口
規
模
並
び
に
産
業
構
造

が
類
似
し
て
い
る
町
村
の
財
政

状
況
を
比
較
す
る
と
、
当
町
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
町

の
自
己
診
断
に
対
す
る
見
解
は
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
に
依

存
し
な
い
早
め
の
対
策
を
取
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
役

所
の
仕
事
に
民
間
の
手
法
を
取

り
入
れ
る
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
考
え
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

総
務
省

が
全
国
の
自
治
体
を
そ
の
人
口

規
模
お
よ
び
産
業
構
造
な
ど
に

よ
り
35
の
類
型
に
分
類
し
て
い

る
。
当
町
と
類
似
し
て
い
る
鷲

宮
町
と
の
町
政
指
標
の
比
較
で

は
概
ね
同
じ
水
準
に
あ
る
が
、

鷲
宮
町
が
予
算
規
模
に
占
め
る

町
税
の
割
合
が
高
い
の
で
自
主

財
源
比
率
が
高
い
。

　

平
成
20
年
度
決
算
で
は
、
人

口
の
違
い
（
約
３
０
０
０
人
）

に
加
え
て
都
市
計
画
税
（
約

１
・
６
億
円
）
に
よ
る
影
響
も

あ
り
、
当
町
の
36
・
８
億
円
に

対
し
て
42
・
２
億
円
、
約
５
・

４
億
円
の
差
異
が
あ
る
。

　

合
わ
せ
て
県
内
の
他
の
同
類

型
自
治
体
と
の
比
較
に
お
い
て

も
、
自
主
財
源
比
率
、
即
ち
財

政
力
に
つ
い
て
は
当
町
の
行
財

政
運
営
の
た
め
の
一
番
の
課
題

に
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
解

消
に
向
け
、
公
共
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
０
５
の
実
践
を
積
極

的
に
進
め
る
。

活気あふれるＪＲ東鷲宮駅東口付近

類
似
団
体
と
比
較
し
自
主
財
源
比
率
が
重
要
課
題

自
治
体
も
民
間
企
業
と
同
様
に
競
争
す
べ
き
で
は

宮
原
一
夫　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

丸
藤
栄
一　

議
員

（
日
本
共
産
党
）
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一 般 質 問

問 

町
長
の
重
点
施
策
に
は
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
県

内
一
の
安
心
安
全
な
町
を
目
指

す
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

町
を
目
指
す
の
か
。
ま
た
、
そ

れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
具

体
的
施
策
は
。

答 

町
長　

安
心
安
全
な
町
と

は
、
暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
不

安
を
和
ら
げ
、
危
険
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
交
通
で
は
こ

れ
ま
で
の
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
対
策

の
継
続
と
と
も
に
交
通
状
況
の

変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
。

　

防
犯
で
は
自
主
防
犯
組
織
な

ど
の
強
化
や
支
援
の
継
続
、
地

域
と
町
お
よ
び
関
係
団
体
な
ど

と
の
連
携
強
化
に
よ
り
安
全
度

を
向
上
さ
せ
る
。

　

防
災
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

し
迅
速
、
的
確
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
進
め
る
。

　

地
震
対
策
で
は
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
訓
練
の
実

施
や
資
機
材
の
整
備
を
行
っ
て

い
く
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

も
、
住
民
皆
様
が
充
実
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
保
健
、福
祉
、

医
療
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
充
実
に
努
め
る
。健
康
、

安
心
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
県
内
一

を
目
指
し
た
い
。

問 

特
に
冬
季
に
お
け
る
中
学

校
で
の
部
活
動
終
了
後
、
下
校

時
の
防
犯
対
策
は
。

答 

教
育
長　

下
校
時
刻
は
17

時
前
後
と
決
め
て
、
一
斉
に
集

団
で
下
校
し
て
お
り
、
特
別
に

指
導
を
要
す
る
場
合
は
、
家
庭

と
連
絡
を
取
り
安
全
確
保
に
努

め
て
い
る
。

健康、安心をキーワードに県内一を目指す
県内一、安心安全な町にするには

道路の横断も十分気をつけて

問 

町
長
選
挙
の
政
策
ビ
ラ
の

８
つ
の
約
束
や
７
ア
ッ
プ
作
戦

の
中
に
も
あ
る
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
、

コ
ン
パ
ク
ト
宣
言
に
つ
い
て
の
、

具
体
的
取
り
組
み
、
展
望
に
つ

い
て
伺
う
。
第
４
次
総
合
計
画

の
策
定
に
当
た
っ
て
の
手
法
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

答 

町
長　

第
４
次
総
合
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
経
営

戦
略
会
議
で
大
き
な
視
点
で
議

論
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

「
強
み
」
と
し
て
、
「
農
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
通
し
て
市

民
参
加
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て

他
の
自
治
体
に
比
べ
、
意
思
決

定
が
早
く
、
住
民
と
の
距
離
が

近
い
と
い
う
こ
と
。

　

「
弱
み
」
と
し
て
、
人
口
減

少
、
生
産
人
口
の
減
少
、
高
齢

化
率
の
上
昇
と
い
う
現
状
認
識

と
な
っ
た
。
将
来
に
向
け
て
は
、

「
ピ
ン
チ
」
と
「
チ
ャ
ン
ス
」

と
し
て
整
理
し
た
。

　

私
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
約
束

し
た
内
容
と
、
経
営
戦
略
会
議

で
の
整
理
は
相
容
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
４
次
総

合
計
画
そ
の
も
の
が
、
ス
ロ
ー

シ
テ
ィ
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
具
現
化
し
た
も
の
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　

総
合
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

の
具
体
的
手
法
は
、
現
在
、
構

築
中
だ
が
、
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
の
第
20
条
に
定
め
て

い
る
よ
う
に
、
町
の
最
上
位
の

計
画
で
あ
り
、
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
、
行
政
、
議
会
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
策
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

どうする？和戸駅西口

第
４
次
総
合
計
画
が
具
現
化
し
た
も
の
に
な
る

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
展
望
は

中
野
松
夫　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

⻆
野
由
紀
子　

議
員

（
公
明
党
）

下
校
時
の
防
犯
対
策
は
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一 般 質 問

問 

新
町
長
の
町
政
運
営
を
問

う
。
前
町
政
の
継
続
か
チ
ェ
ン

ジ
か
。

答 

町
長　
「
農
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
は
引
き
続
き
、
ま
ち
づ

く
り
の
骨
格
と
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
逆
に
、
少
子
化
対

策
、
産
業
振
興
に
関
し
て
は
、

今
ま
で
よ
り
も
具
体
的
な
実
効

性
の
あ
る
事
業
の
展
開
が
必
要

で
あ
る
。

問 

町
長
自
ら
歳
費
の
削
減
以

外
で
模
範
を
示
す
考
え
は
。

答 

町
長　

今
後
、
公
務
を
遂

行
し
て
い
く
中
で
、
公
費
の
削

減
に
つ
な
が
る
と
気
が
つ
い
た

と
こ
ろ
か
ら
、
順
次
、
取
り
組

ん
で
い
く
。　

　

今
考
え
ら
れ
る
の
は
、
町
内

の
移
動
は
極
力
公
用
車
の
利
用

を
控
え
る
な
ど
で
あ
る
。

問 

世
代
交
代
と
は
。

答 

町
長　

町
の
要
職
か
ら
高

齢
者
な
ど
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
な
い
。
戦
後
、
わ
が

国
の
復
興
期
に
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
苦
労
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た

団
塊
世
代
の
皆
様
の
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
こ

ら
れ
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て

い
く
。

問 

平
成
22
年
度
予
算
編
成
は
、

ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
、
独

自
色
を
出
し
て
い
く
考
え
か
。

答 

町
長　

住
民
福
祉
の
向
上

と
い
う
地
方
自
治
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
①
住
民
の
暮
ら
し
と

安
全
を
守
る
、
②
自
律
し
た
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
、
③
行
財
政

改
革
の
徹
底
へ
、
の
３
つ
の
視

点
か
ら
す
べ
て
の
事
業
を
再
度

検
証
の
う
え
、
取
り
組
む
。
独

自
色
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
確

実
に
実
施
し
て
い
く
。

高齢者を排除しようとするものではない
世代交代の考え方は

世代間の対話

予
算
編
成

問 

町
長
選
挙
の
時
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
は
町
民
へ
の
公
約
で
あ

り
契
約
で
も
あ
る
。
実
現
で
き

る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答 

町
長　

実
現
さ
せ
た
い
決

意
で
頑
張
る
が
、
国
を
は
じ
め

財
政
難
で
あ
る
の
で
、
歳
出
面

を
精
査
し
て
可
能
な
と
こ
ろ
か

ら
実
施
し
て
い
く
。

問 

町
長
給
与
を
20
％
カ
ッ
ト

す
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答 

町
長　

地
方
公
務
員
は
人

事
院
勧
告
で
給
与
が
減
額
。
議

員
も
減
額
。
歳
出
の
削
減
と
歳

入
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
。

　

町
民
の
皆
様
に
負
担
を
お
掛

け
す
る
前
に
私
も
生
活
給
で
は

あ
る
が
、
姿
勢
を
示
す
た
め
減

額
す
る
。

問 

多
選
自
粛
条
例
を
制
定
し
、

「
町
長
任
期
を
３
期
ま
で
と
す

る
」
と
申
し
て
い
る
が
、
町
長

を
選
択
す
る
の
は
町
民
の
有
権

者
で
は
な
い
か
、
守
れ
る
の
か
。

答 

町
長　

と
り
あ
え
ず
１
期

４
年
間
を
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

公
共
改
革
を
２
年
延
長
し
、

未
完
了
の「
都
市
計
画
税
導
入
」

と「
国
保
特
別
会
計
の
健
全
化
」

や
「
人
事
組
織
関
連
の
項
目
」

な
ど
を
２
０
１
０
年
ま
で
に
達

成
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
が
可

能
性
は
。

答 

町
長　

財
源
確
保
に
繋
げ

る
策
と
し
て
必
至
に
取
り
組
む
。

　

既
に
達
成
し
た
項
目
に
も

「
的
を
絞
っ
た
骨
太
な
改
革
」

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

マニフェスト８つの約束は

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
８
つ
の
約
束
は

出
来
る
か
ぎ
り
実
現
さ
せ
る
決
意
で
頑
張
る

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
町
民
と
の
契
約
だ
が
可
能
か

歳
出
削
減
の
た
め
議
員
・

三
役
・
職
員
も
減
額
す
る

い
う
べ
き
こ
と
は
い
い

正
す
べ
き
こ
と
は
正
す

小
河
原　

正　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

赤
塚
綾
夫　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）
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問 

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
、

東
武
鉄
道
杉
戸
工
場
跡
地
の
整

備
検
討
状
況
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

①
平
成

21
年
度
に
お
け
る
11
月
末
現
在

の
東
武
動
物
公
園
駅
西
口
開
発

勉
強
会
の
開
催
回
数
と
内
容
に

つ
い
て
は
、
会
議
が
９
回
、
埼

玉
県
（
都
市
計
画
課
・
市
街
地

整
備
課
・
河
川
砂
防
課
）
へ
の

状
況
報
告
や
協
議
が
６
回
、
東

武
鉄
道
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の

個
別
打
合
せ
を
４
回
実
施
し
た
。

な
お
、
今
後
の
道
路
協
議
に
向

け
て
、
杉
戸
警
察
署
と
の
事
前

打
合
せ
を
行
っ
た
。

　

②
今
後
の
進
め
方
と
し
て
は
、

町
、
東
武
鉄
道
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
の
三
者
で
、
平
成
21
年
度
中

に
は
、
事
業
主
体
と
事
業
手
法

に
つ
い
て
合
意
形
成
を
図
り
、

平
成
22
年
度
に
は
駅
前
広
場
な

ど
の
都
市
計
画
決
定
を
、
平
成

23
年
度
に
は
事
業
認
可
の
手
続

き
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

道
仏
地
区
土
地
区
画
整
理

地
内
大
型
店
舗
出
店
に
伴
う
周

辺
の
交
通
安
全
対
策
は
。

答 

産
業
建
設
課
長　

①
最
も

危
険
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
２

箇
所
あ
る
カ
ス
ミ
の
出
入
口
付

近
の
安
全
対
策
と
し
て
、
来
店

者
に
対
し
て
は
、
誘
導
員
を
配

置
し
て
安
全
対
策
を
図
る
。

　

歩
行
者
な
ど
に
対
し
て
は
、

杉
戸
警
察
署
と
相
談
し
、
交
通

誘
導
員
を
配
置
す
る
と
の
方
針
。

　

②
来
店
者
が
多
数
見
込
ま
れ

る
際
の
安
全
対
策
を
㈱
カ
ス
ミ

側
の
警
備
会
社
と
地
元
警
察
署

が
協
議
を
行
っ
た
。

平成23年度には事業認可を受けたい
東武動物公園駅西口杉戸工場跡地の整備は

東武動物公園駅西口杉戸工場跡地の整備は

問 

現
在
、
国
保
税
な
ど
に
つ

い
て
国
保
運
営
協
議
会
で
検
討

中
と
の
こ
と
だ
が
、
い
ま
の
協

議
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答 

健
康
福
祉
課
長　

21
年
８

月
に
国
保
税
率
見
直
し
と
、
国

保
税
の
介
護
分
の
課
税
限
度
額

引
き
上
げ
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。

　

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た

平
成
12
年
度
か
ら
据
え
お
い
て

き
た
介
護
分
の
税
率
は
、
大
幅

に
上
げ
な
い
よ
う
法
定
外
繰
り

入
れ
を
行
い
つ
つ
引
き
上
げ
を

実
施
し
た
。

　

医
療
分
・
後
期
高
齢
者
医
療

支
援
分
も
、
年
々
増
加
す
る
医

療
費
に
多
額
の
繰
り
入
れ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
た
め
、
税

率
の
見
直
し
の
必
要
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
い
る
。
今
年
度

も
１
億
５
千
万
円
程
度
の
赤
字

補
て
ん
の
見
込
み
。

　

支
出
の
８
割
を
占
め
る
保
険

給
付
費
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

な
ど
制
度
改
定
に
よ
る
新
た
な

支
出
、
収
入
で
は
国
負
担
金
や

前
期
高
齢
者
交
付
金
な
ど
の
22

〜
23
年
度
の
収
支
見
通
し
、
必

要
な
保
険
税
収
納
額
な
ど
の
試

算
を
基
に
検
討
し
て
い
る
。
介

護
分
課
税
限
度
額
は
、
21
年
度

税
制
改
正
で
10
万
円
と
さ
れ
、

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、

当
町
で
も
同
様
に
改
定
の
方
向
。

問 

今
年
４
月
か
ら
国
保
税
は

引
き
上
げ
る
の
か
。
社
会
保
障

の
観
点
か
ら
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
。

答 

健
康
福
祉
課
長　

出
と
入

り
が
ま
だ
正
確
に
把
握
で
き
な

い
こ
と
か
ら
「
来
年
度
は
見
送

り
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
を
加

え
る
必
要
あ
り
」
と
の
流
れ
に

協
議
会
で
は
な
っ
て
い
る
。

みんなが安心して医者にかかれるように

協
議
会
で
は「
慎
重
な
検
討
」の
流
れ

来
年
度
、
国
保
税
引
き
上
げ
は

国
保
税
は
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い

加
藤
幸
雄　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

石
井
眞
一　

議
員

（
民
主
の
会
）

交
通
安
全
対
策
は

一 般 質 問
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問 

「
世
界
が
も
し
１
０
０
人

の
村
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
本
の

手
法
を
利
用
し
て
、
町
の
状
況

や
問
題
を
共
有
化
す
べ
き
で
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

行
政
情

報
を
さ
ら
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

受
け
止
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。

　

さ
ら
な
る
工
夫
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

　
問 

今
後
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
を
考
え
て
い
る
施
設
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
る
施
設
は

町
立
図
書
館
が
あ
る
。

問 
農
業
を
ど
の
よ
う
に
産
業

と
し
て
育
成
し
て
い
く
の
か
。

答 

産
業
建
設
課
長　

都
心
な

ど
へ
の
販
路
拡
大
、
遊
休
農
地

解
消
に
向
け
た
野
菜
づ
く
り
へ

の
と
り
く
み
、
さ
ら
な
る
こ
だ

わ
り
米
な
ど
Ｐ
Ｂ
化
を
図
る
。

問 

ど
の
よ
う
な
観
光
振
興
を

考
え
て
い
る
か
。

答 

産
業
建
設
課
長　

東
武
動

物
公
園
駅
西
口
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、

特
産
品
の
販
売
・
紹
介
、
観

光
・
企
業
Ｐ
Ｒ
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
な
ど
各
種
情
報
を
発
信
し

て
い
く
。

　

観
光
施
設
と
し
て
は
、
新
し

い
村
、
東
武
動
物
公
園
、
日
工

大
技
術
博
物
館
、
郷
土
資
料
館

な
ど
限
ら
れ
た
資
源
し
か
な
い
。

体
験
や
食
と
い
っ
た
付
加
価
値

を
加
え
た
ア
レ
ン
ジ
で
ツ
ー
リ

ス
ト
を
町
に
呼
び
込
む
。

さらなる工夫を重ねていきたい
「100人の村・宮代版」の作成を

千客万来「みやしろ館」

情
報
の
共
有
化

指
定
管
理
者
制
度
へ

産
業
振
興

合
川
泰
治　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

広島・長崎の原爆被爆から64年が経過いたしました。
「ふたたび被爆者をつくるな」という原爆被爆者の悲痛な願いをはじめとし

て、わが国の「非核三原則」を国是とする核兵器反対の政策は、世界中の国々、
人々を動かして、いくどとなく訪れた核兵器使用の危機を防いできました。
　いま、核兵器廃絶をめざす潮流は、さらにその流れを強めています。日本は、
核戦争唯一の被爆国として、核兵器の廃絶に向けて主導的役割を果たすべきと
きです。
政府および国会におかれまして、被爆国日本として世界の諸国、諸国民から

かけられている期待の大きさを踏まえて、「非核三原則」の法制化を早期に行
われますことを要請いたします。

町民の皆様と議会議員との意見交換をする場として昨年11月7日、「町民と議員との懇談会」を開催しまし
た。当日は29名の方にご参加いただき、1問1答による質疑応答で有意義な意見交換を行うことができました。
いただいたアンケートの要旨は下記のとおりです。引き続き、皆様のご意見、ご提案など町政に反映できる

よう、今後も開催を予定しますのでご参加をお願い致します。

　「非核三原則」の法制化を国に求める (抜粋)

　財政問題、どのようなまちづくりを目指すのか？ etc.

　「日米間におけるFTA(自由貿易協定)」に関する (抜粋)
わが国の農業を守るためには、農業を基幹産業と位置付け、輸入規制をはじ

めとした必要な対策をとり、41％にとどまっている食料自給率を当面50％台
に引き上げることが必要です。
そのためには、農業者に対して、安心して生産できる環境づくりおよび生産

コストをカバーできる価格保障の実施により農産物の増産を促すとともに、所
得補償を実施することなどが必要です。それにもかかわらず、このような状況
で、日米間においてＦＴＡが締結されれば、わが国の農業、とりわけ米の生産
に壊滅的打撃を与えることは必至です。
政府に対し、わが国の農業に重大な打撃を与える日米間のＦＴＡ交渉は行わ

ないよう要請します。

賛成多数で可決し、政府へ
―――――――――――――――――――――

内閣総理大臣はじめ、関係機関へ送りました

参加者から多くの質問
―――――――――――――

意 見 書

議会懇談会

① 議員と身近に対面して話ができて良かった。
② 参加者が少ない。ＰＲが必要だ。
③ 町の現状、課題とその対策などの説明が欲しかった。
④ 今回の質疑応答形式（1問 1答）の進め方は良かった。
⑤ 町民と夢を語り合える会にしてもらいたい。
⑥ 幅広くというよりもテーマを絞ったほうが良い。
⑦ 若い議員が少ない。これでは町はどうにもならない。
⑧ 議員の責任感に心配を感じた。
⑨ 地区ごとに懇談会を開催しては。

主
な
ご
意
見

一 般 質 問


